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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

（注）平成25年３月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成24年３月期第２四半期の数値及び対前年同四半期増減率は
記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

（ 注）平成25年３月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成24年３月期の数値は記載しておりません。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 619 ― 14 ― 18 ― 8 ―
24年3月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 7百万円 （―％） 24年3月期第2四半期 ―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 0.80 ―
24年3月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第2四半期 2,481 1,823 73.4 167.73
24年3月期 ― ― ― ―
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  1,822百万円 24年3月期  ―百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
(注）平成25年３月期の配当につきましては、定款において９月30日（第２四半期末日）および３月31日（期末日）を配当基準日定めております。現時点では９月3
0日（第２四半期末日）基準日における配当は無配とさせていただき、３月31日（期末日）基準日における配当予想額は未定であります。「業績予想の適切な利
用に関する説明、その他特記事項」欄をご参照ください。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 2.90 2.90
25年3月期 ― 0.00
25年3月期（予想） ― ― ―

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
（注）平成25年３月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、対前期増減率は記載しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,500 ― 120 ― 120 ― 70 ― 6.34



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（2）会計方針の変更・会計上の見積もりの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業
績予想のご利用にあたっての注意事項等については４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
当社は、平成25年３月期第１四半期連結会計期間より、連結決算を開始しております。 
平成25年３月期の配当につきましては、先行きの業績見通し等を踏まえて判断するため、現時点では具体的な金額は未定とさせて頂きます。業績の進捗等を見
きわめた上で、配当予想が決定次第、速やかに開示致します。 
当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で使用する資料については、開催前に当社ウェブサイトで掲載する予定です。 
また、ビデオにつきましても当社ウェブサイトで公開する予定です。 
●平成24年11月13日（火）17：30～18：30 ・・・・・ 機関投資家、アナリスト及び個人投資家向け決算説明会 

※  注記事項

新規 2社 （社名） 億福天（杭州）信息科技有限公司及び 
Infoteria America Corporation

、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 11,377,000 株 24年3月期 11,377,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 512,691 株 24年3月期 340,200 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 11,008,180 株 24年3月期2Q 11,036,800 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間における売上高は過去最高の619,826千円、営業利益は14,682千円、経常利益は18,925

千円、四半期純利益は8,843千円となりました。また、第１四半期から四半期連結財務諸表を作成しているため、連

結経営成績及び連結財政状態の前年同四半期等との比較分析は行っておりません。 

  

1.1 背景となる経済環境 

 当第２四半期連結累計期間における国内経済は、円高、欧州の経済危機、株価の低迷に加え、家電業界をはじめと

した国内製造業の業績悪化が顕著となり、経済先行きに対する不透明感が依然として高いまま推移しました。当社グ

ループが属するIT（情報技術）産業においては、引き続き新規システム開発、保守・運用などに対するIT投資が多く

の企業において抑制される傾向にあり、システムインテグレータを中心に経営統合が相次いでいます。一方で、クラ

ウド※や、スマートデバイス※といった新たな領域では投資を進める企業も徐々に増加しつつあります。 

  

1.2 当社の取り組み 

 このような厳しい国内経済状況の中、当社グループは、当連結会計年度を大きな成長を目指す中期計画の第２年度

と位置付けています。そのため、当連結会計年度を通じて主力製品「ASTERIA」において従来の適用領域における売

上を堅調に伸ばすことに尽力しつつ、当社グループが得意とするクラウド技術、スマートデバイス技術の領域におい

て集中的かつ積極的な先行投資を進めました。平成24年４月から本部制を採用し、全製品における組織構造をシンプ

ル化するとともに、平成24年４月には前事業年度に設立した中国杭州市の100%子会社の稼働を開始、平成24年５月に

は米国サンフランシスコ市のベンチャー企業を買収、平成24年９月には中国上海市に販売子会社を設立するなど世界

展開への布石を積極的に打ちました。 

  

その結果、当第２四半期連結累計期間における、売上区分別の経営成績の分析は以下の通りです。   

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

ライセンス 

売上高 前年同期 前年同期比 

279,903千円 309,547千円  90.4％ 

定性的情報 

「ライセンス売上」は、ソフトウェアの半永久的使用権の対価であり、単発の売上の積み重ね

です。そのため、３つの売上区分の中で経済環境の影響を一番受け易いという特徴があります。

当第２四半期連結累計期間中の精力的な営業活動の結果、厳しい市場環境にもかかわらず

「ASTERIA」シリーズの累計導入社数は平成24年９月末現在で3,302社となりました。また、デー

タマネジメント製品「ASTERIA MDM One」シリーズにおいては、平成24年５月にNTTデータグルー

プのリアライズ株式会社様と提携し「ASTERIA MDM One GT」の発売、平成24年９月に大規模ERP

導入企業をターゲットとした「ASTERIA MDM One Suite」の発売を開始しました。 

 このような活動の結果、主力製品のASTERIA WARPは増加したものの、ASTERIA WARP Lite等他の

ファミリー製品の減少を受け、売上高は前年同期比で90.4%となりました。 

サポート 

売上高 前年同期 前年同期比 

272,799千円 246,103千円 110.8％ 

定性的情報 

「サポート売上」は、既存のお客様から製品のサポート（技術支援、製品の更新など）を行う

対価をいただくストック型の売上です。そのため、季節変動や、今回の大震災などの単発事象の

影響を受けにくいという特徴があります。当社グループでは、売上の着実な伸張のために、「保

守割」サービスを引き続き提供するなど、サポート契約をいただいているお客様の顧客満足度向

上を図っています。 

 このような活動の結果、サポート売上高は前年同期比で110.8％、第２四半期連結累計期間とし

て過去最高の売上高となりました。  



  なお、上記の「売上区分別の経営成績の分析」における前年同期比較（前年同期及び前年同期比）の情報は、単 

 体の数値であり、参考として記載をしております。 

＜※用語解説＞ 

・ クラウド = 〔Cloud〕企業がハードウェアやソフトウェアの資産を自前で持たずにインターネット上に存在するハ 

 ードウェアやソフトウェアを必要に応じて利用する形態。 

・ スマートデバイス =〔Smart Device〕スマートフォンや、タブレット端末など、キーボードを持たない高性能モバ 

 イル・コンピュータ。無線LANや電話回線を通じてインターネットに接続できる機能を持つ。   

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末の資産合計につきましては、2,481,087千円となりました。主な内訳は、現金及び

預金1,693,004千円、ソフトウェア119,530千円及び投資有価証券304,179千円であります。 

 負債につきましては、657,162千円となりました。主な内訳は、前受金270,239千円、１年内返済予定の長期借入

金100,000千円及び長期借入金154,560千円であります。 

 純資産につきましては、1,823,925千円となりました。主な内訳は、資本金735,850千円、資本剰余金672,479千

円及び利益剰余金465,547千円であります。  

  

キャッシュ・フローの状況    

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。  

  当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,693,004千円とな

りました。  

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、獲得した資金は211,532千円となりました。主な増加要因は、売上債権の減少96,189千円、前

受金の増加98,776千円によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、使用した資金は60,330千円となりました。これは主に子会社株式68,970千円の取得よる支出に

よるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、使用した資金は109,828千円となりました。これは主に配当金の支払額31,248千円、自己株式

の取得29,532千円及び長期借入金の返済50,165千円によるものです。 

     

サービス 

売上高 前年同期 前年同期比 

67,124千円 49,028千円 136.9％ 

定性的情報 

「サービス売上」は、「ネットサービス」、「教育サービス」、「役務サービス」の３つのサ

ービスで構成されています。 

ネットサービスは、スマートデバイス（スマートフォン、タブレットなど）向け情報配信・共

有サービス「Handbook」を中心とするインターネットを介してソフトウェアを提供するサービス

です。平成24年９月末現在で、「Handbook」の導入件数は466件となり、野村證券株式会社様で

は8,000人規模での利用が開始されるなど大規模ユーザーも増加しています。このように、新製

品「Handbook」の成長が牽引する形で、ネットサービス売上は前年同期比で約２倍と大きく伸張

しました。 

教育サービスは、XML技術研修及びXML技術認定の事業であり、XML技術研修については、その

版権を無料化しました。またXML技術認定については、平成24年６月に譲渡を完了いたしまし

た。その結果、教育サービス売上は前年同期比に比べ大きく減少しました。 

役務サービスは、当社グループが直接役務を提供するもので、このような役務のニーズは可能

な限りパートナーに委譲する方針ではありますが、高度な技術が求められる場合などに限って実

施しているものです。 

 このような活動の結果、サービス売上高は、教育サービスの大幅な売上減少にも関わらずネッ

トサービス（特に「Handbook」）の売上増に支えられ前年同期比136.9%となりました。 

合 計 
売上高 前年同期 前年同期比 

619,826千円 604,679千円 102.5% 



（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間の売上高につきましては、ネットサービス売上、サポート売上が順調に推移しました

が、短期的な外部要因の影響を受けやすいライセンス売上が予想に対して減少しました。その結果、当初予想には

達しなかったものの、過去最高の売上高を記録する結果となりました。 

 また、投資を含めた経費について、当初計画より効率的な使用に努めたものの、営業利益も若干予想を下回りま

した。経常利益並びに四半期純利益については、営業外収益である所有株式の配当金並びに受取利息を計上したこ

とで、当初予想を上回る結果となりました。 

 通期の見通しにつきましては、このような状況に鑑み、経済的な不安要素はあるものの、平成24年５月11日に公

表いたしました当社グループの通期の業績予想値に変更はありません。 

  

（注）前述の業績見通しに記載されている、将来の業績に関する計画、見通し、戦略等は、現在入手可能な情報か 

ら得られた当社の経営者の判断に基づいております。したがいまして、これら業績見通しのみに全面的に依拠して 

投資判断を下すことは控えるようお願いいたします。実際の業績は、様々な重要な要素により、これら業績見通し 

とは大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。 

   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 第２四半期連結累計期間より、亿福天（杭州）信息科技有限公司及びInfoteria America Corporation 

（旧：Extentech Inc.）が連結の範囲に含まれております。  

  亿福天（杭州）信息科技有限公司は、100％出資の子会社として平成24年２月20日に設立いたしました。 

  Infoteria America Corporation（旧：Extentech Inc.）は、平成24年５月31日付にて発行済株式の全部

（100％）を取得致しました。また、平成24年９月４日付けで、Extentech Inc.からInfoteria America 

Corporationに商号変更を行っております。 

   

    

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更  

（減価償却方法の変更） 

 当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産

について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これによる、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微で

あります。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 1,693,004

売掛金 119,317

原材料及び貯蔵品 457

繰延税金資産 6,725

その他 22,810

流動資産合計 1,842,314

固定資産  

有形固定資産  

建物 27,510

減価償却累計額 △17,995

建物（純額） 9,515

工具、器具及び備品 43,664

減価償却累計額 △40,855

工具、器具及び備品（純額） 2,809

有形固定資産合計 12,324

無形固定資産  

商標権 4,333

ソフトウエア 119,530

ソフトウエア仮勘定 3,349

のれん 78,988

その他 42

無形固定資産合計 206,244

投資その他の資産  

投資有価証券 304,179

敷金及び保証金 48,490

繰延税金資産 3,438

その他 64,095

投資その他の資産合計 420,204

固定資産合計 638,773

資産合計 2,481,087



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部  

流動負債  

買掛金 9,569

短期借入金 3,880

1年内返済予定の長期借入金 100,000

未払金 60,160

未払法人税等 14,263

未払消費税等 9,457

前受金 270,239

その他 35,030

流動負債合計 502,601

固定負債  

長期借入金 154,560

固定負債合計 154,560

負債合計 657,162

純資産の部  

株主資本  

資本金 735,850

資本剰余金 672,479

利益剰余金 465,547

自己株式 △55,604

株主資本合計 1,818,273

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金 5,765

為替換算調整勘定 △1,860

その他の包括利益累計額合計 3,904

新株予約権 1,748

純資産合計 1,823,925

負債純資産合計 2,481,087



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 619,826

売上原価 87,064

売上総利益 532,761

販売費及び一般管理費 518,079

営業利益 14,682

営業外収益  

受取利息 3,108

受取配当金 3,421

その他 145

営業外収益合計 6,675

営業外費用  

支払利息 668

為替差損 1,556

その他 207

営業外費用合計 2,432

経常利益 18,925

特別利益  

投資有価証券売却益 1,218

新株予約権戻入益 13

特別利益合計 1,231

特別損失  

固定資産売却損 25

特別損失合計 25

税金等調整前四半期純利益 20,131

法人税、住民税及び事業税 11,287

法人税等合計 11,287

少数株主損益調整前四半期純利益 8,843

四半期純利益 8,843



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 8,843

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 208

為替換算調整勘定 △1,860

その他の包括利益合計 △1,652

四半期包括利益 7,190

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 7,190



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 20,131

減価償却費 40,909

のれん償却額 1,338

受取利息及び受取配当金 △6,529

支払利息 668

為替差損益（△は益） 1,556

新株予約権戻入益 △13

投資有価証券売却損益（△は益） △1,218

有形固定資産売却損益（△は益） 25

売上債権の増減額（△は増加） 96,189

たな卸資産の増減額（△は増加） △6

その他の流動資産の増減額（△は増加） △299

市場販売目的のソフトウェアの増減額（△は増
加）

△24,246

仕入債務の増減額（△は減少） △14,875

前受金の増減額（△は減少） 98,776

未払消費税等の増減額（△は減少） △3,610

その他の流動負債の増減額（△は減少） 11,145

小計 219,941

利息及び配当金の受取額 6,085

利息の支払額 △668

法人税等の支払額 △13,825

営業活動によるキャッシュ・フロー 211,532

投資活動によるキャッシュ・フロー  

投資有価証券の売却による収入 17,129

子会社株式の取得による支出 △68,970

有形固定資産の取得による支出 △1,822

無形固定資産の取得による支出 △756

投資その他の資産の増減額（△は増加） △5,911

投資活動によるキャッシュ・フロー △60,330

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 1,117

長期借入金の返済による支出 △50,165

自己株式の取得による支出 △29,532

配当金の支払額 △31,248

財務活動によるキャッシュ・フロー △109,828

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,209

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 40,163

現金及び現金同等物の期首残高 1,632,840

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 20,000

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,693,004



該当事項はありません。   

   

   

該当事項はありません。   

   

   

 当社は、平成24年８月10日開催の取締役会において、会社法第165 条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156 条の規定に基づき、資本効率の向上、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の一環として、自己

株式を取得すること及びその具体的な取得方法について決議し、自己株式の取得を以下のとおり実施いたしまし

た。 

（1）自己株式取得に関する取締役会の決議内容 

 ①取得する株式の種類 

  当社普通株式 

 ②取得する株式の総数 

  278,000株（上限） 

 ③取得する期間 

  平成24年８月14日～平成24年10月31日 

 ④取得価額の総額 

  5,000万円（上限） 

 ⑤取得の方法 

  東京証券取引所における市場買付 

（2）取得日 

 平成24年８月14日～平成24年10月31日 

（3）上記市場買付による取得の結果、当社普通株式278,000株（取得価額47,787,300円）を取得致しました。 

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象



   

「参考」四半期財務諸表（個別） 

 平成25年３月期第１四半期連結会計期間より、四半期連結財務諸表を作成しているため、前事業年度末及び前第２四

半期累計期間の個別財務諸表を参考資料として掲載しております。 

   

（1）四半期貸借対照表 

                             （単位：千円） 

４．補足情報

  
前事業年度末に係わる 

貸借対照表  
（平成24年３月31日） 

資産の部    
 流動資産    

 現金及び預金   1,632,840

 売掛金   213,370

 原材料及び貯蔵品   450

 前払費用   11,663

 繰延税金資産   6,725

 その他   10,083

流動資産合計   1,875,132

 固定資産    

 有形固定資産 

  建物 26,472

   減価償却累計額 △17,094

   建物（純額） 9,377

  工具、器具及び備品 42,880

   減価償却累計額 △40,071

   工具、器具及び備品（純額） 2,809

 有形固定資産合計   12,186

 無形固定資産 

  商標権 4,922

  ソフトウェア 126,188

  ソフトウェア仮勘定 10,350

  その他   42

 無形固定資産合計   141,503

 投資その他の資産 

  投資有価証券 320,385

  関係会社出資金 20,000

  敷金及び保証金 48,276

  繰延税金資産 3,352

  積立保険金 54,219

  その他   3,962

 投資その他の資産合計   450,195

固定資産合計   603,886

 資産合計   2,479,019



   

  

  
前事業年度末に係わる 

貸借対照表  
（平成24年３月31日） 

負債の部  
 流動負債       

 買掛金   23,414

 １年内返済予定の長期借入金   100,000

 未払金  54,084

 未払法人税等 16,230

 未払消費税等   13,068

 前受金   168,633

 預り金 9,272

 その他   16,897

流動負債合計   401,602

 固定負債    

 長期借入金   200,000

固定負債合計   200,000

負債合計   601,602

純資産の部     

 株主資本        

  資本金    735,850

  資本剰余金        

   資本準備金    646,445

   その他資本剰余金    26,034

   資本剰余金合計    672,479

  利益剰余金        

   その他利益剰余金        

    繰越利益剰余金    488,710

   利益剰余金合計    488,710

  自己株式    △26,071

  株主資本合計    1,870,968

 評価・換算差額等        

  その他有価証券評価差額金    5,973

  評価・換算差額等合計    5,973

 新株予約権    475

純資産合計    1,877,416

負債純資産合計    2,479,019



（2）四半期損益計算書  

                              （単位：千円） 

  

    

  
前第２四半期累計期間 

（自 平成23年４月１日 
至 平成23年９月30日） 

売上高   604,679

売上原価   95,752

売上総利益   508,926

販売費及び一般管理費 443,148

営業利益   65,778

営業外収益    

 受取利息   3,282

 受取配当金   1,598

 受取報奨金 1,000

 その他   51

 営業外収益合計   5,932

営業外費用    

 為替差損   678

 貸倒引当金繰入額   2,500

 営業外費用合計   3,178

経常利益   68,532

特別損失  

 投資有価証券評価損   6,800

 社債償還損   225

 固定資産除却損   156

 事務所移転費用   1,750

 特別損失合計   8,931

税引前四半期純利益   59,600

法人税、住民税及び事業税   1,890

法人税等合計   1,890

四半期純利益   57,710



（3）四半期キャッシュ・フロー計算書 

                              （単位：千円） 

  

  

  
前第２四半期累計期間 

（自 平成23年４月１日 
至 平成23年９月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

税引前四半期純利益    59,600

減価償却費    38,107

貸倒引当金の増減額（△は減少）    2,500

アフターサービス引当金の増減額（△は
減少） 

   △5

受取利息及び受取配当金    △4,880

為替差損益（△は益）    1,178

投資有価証券評価損益（△は益）    6,800

固定資産除却損    156

有価証券償還損益（△は益）    225

売上債権の増減額（△は増加）    84,025

たな卸資産の増減額（△は増加）    283

その他の流動資産の増減額（△は増加）    506

市場販売目的のソフトウェアの増減額
（△増加） 

   △27,719

仕入債務の増減額（△は減少）    △7,547

前受金の増減額（△は減少）    58,712

未払消費税等の増減額（△は減少）    △2,762

その他の流動負債の増減額（△は減少）    △8,419

小計    200,760

利息及び配当金の受取額    4,202

法人税等の支払額    △3,780

営業活動によるキャッシュ・フロー    201,183

投資活動によるキャッシュ・フロー        

有価証券の償還による収入    150,000

投資有価証券の取得による支出    △696

無形固定資産の取得による支出    △25,167

投資その他の資産の増減額（△は増加）    △9,976

投資活動によるキャッシュ・フロー    114,159

財務活動によるキャッシュ・フロー        

配当金の支払額    △39,598

新株予約権の発行による収入    479

財務活動によるキャッシュ・フロー    △39,118

現金及び現金同等物に係る換算差額    △1,178

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）    275,045

現金及び現金同等物の期首残高    1,178,372

現金及び現金同等物の四半期末残高  1,453,418
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